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家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
減
量
化
の
た
め
、電

動
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費
に
対
し
て

左
表
の
と
お
り
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
う
ち
４
割
が
生

ご
み
で
、
そ
の
う
ち
の
８
割
は
水
分
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
使
え

ば
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
水
分
を
な
く
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
購
入
を
お
考
え
の
方
は
補
助
制
度
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、紙
類
な
ど
は
名
刺
サ
イ
ズ
以
上
で
あ

れ
ば
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま

す
の
で
、
分
別
を
徹
底
し
資
源
ご
み（
雑
誌
そ

の
他
の
紙
）に
出
す
こ
と
で
可
燃
ご
み
は
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
10
月
は
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
月
間
で
す
。

　
「
使
い
捨
て
型
社
会
」か
ら「
循
環
型
社
会
」

に
変
え
る
た
め「
３
Ｒ
活
動
」を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

３
Ｒ
と
は

・
R
e
d
u
c
e（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
廃
棄
物
な
ど
の
発
生
抑
制

　
ゴ
ミ
も
資
源
も
元
か
ら
減
ら
す
取
り
組
み

で
す
。
包
み
紙
な
ど
の
容
器
包
装
は
で
き
る

だ
け
少
な
く
し
ま
し
ょ
う

・
R
e
u
s
e（
リ
ユ
ー
ス
）

　
繰
り
返
し
使
う

　

い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
欲
し
い
人
に

譲
っ
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
売
る

な
ど
し
て
、再
利
用
し
ま
し
ょ
う

・
R
e
c
y
c
l
e（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
再
び
利
用
す
る

　
資
源
を
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
く

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、再
生
紙
ノ
ー
ト
な
ど
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
製
品
を
買
い
ま
し
ょ
う

　
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
取
り
組
み
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は
極
め
て
毒
性
が
高
い
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
一
種
で
、昭
和
43
年
に
起
こ
っ
た
カ

ネ
ミ
油
症
事
件
に
よ
り
色
素
沈
着
な
ど
の
毒

性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
物
質
で
す
。
昭
和
28

年
か
ら
昭
和
49
年
ま
で
に
生
産
さ
れ
た
電
子

レ
ン
ジ
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
家
庭
用
電
気
製
品
の
一
部
に
、微
量
の
Ｐ
Ｃ

Ｂ
を
含
ん
だ
部
品
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
自
宅
や
倉
庫
、
物
置
、
蔵
な
ど
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ

が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
古
い
電
子

レ
ン
ジ
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
、
テ
レ
ビ
が
あ

る
場
合
は
、速
や
か
に
処
理
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、町
環
境
保
全
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
製
品
内
に
密
封
さ
れ
て
お

り
空
気
中
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

Ｐ
Ｃ
Ｂ
製
品
を
探
し
て
い
ま
す

対
象
製
品

補
助
率
上
限
額
補
助
残

電
動
生
ご
み
処
理
機
２
／
３
４
万
円
11
件
分

コ
ン
ポ
ス
ト
類　

１
／
２
３
千
円
５
件
分

ダ
ン
ボ
ー
ル

　
　
コ
ン
ポ
ス
ト

１
／
２
５
百
円
10
件
分

電
動
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン

ポ
ス
ト
類
の
購
入
に
対
し
て

補
助
が
あ
り
ま
す

HeLLO, Ozu !

ウズベキスタンからアッサロームアレイクム

「ウズベキスタンの食べものについて」
　今回は、ウズベキスタンの食事について紹介します。ウズベキスタン
の主食は、「ノン」。
　これは、厚手のパンのことで、「プロフ」と呼ばれるお米を油で炊いた
料理や「ラグモン」という日本のうどんに似た麺料理など、どんな料理も
必ず「ノン」と一緒に食べます。炭水化物×炭水化物。ウズベク料理に
は油っこい料理が多く、赴任当初は私も「油ギトギト～！無理～！」と思っ
ていましたが、今では進んでその油を「ノン」にしみ込ませて食べてい
ます。私の好物のウズベク料理は「シャシリク」で、外食した時によく食べます。「シャシリク」とは
肉の串焼きのことで、肉（鶏肉、牛肉、羊肉）をスパイスに漬け込んで炭火で焼いたものです。大きさ

は店によって異なりますが、30cmぐらいあり食べ応えがあります。スー
プや煮込み料理も油っこく、必ずパクチーなどの香草が入っているのが特
徴です。
　そして、ウズベキスタンは果物天国。季節ごとに様々な旬の果物が市場
に出回ります。全ての果物が本当に安くて甘くて美味しい。これから秋に
なりイチジク、カキ、ザクロが美味しくなるので楽しみです。

JICA ボランティア青年海外協力隊　職種：青少年活動　大
おおつか

塚麻
ま

里
り

子
こ

プロフとノン

焼きたてのノン　ひとつ40円程度

ＣＩＲ（国際交流員）：マシュー・サイバート

　大津町の皆さん初めまして！
　私は、マシュー・サイバートと言います。新しく、国際交流員（CIR）として大津町に来ました。日本とみ
なさんについて、学びたいと思っています。アメリカ出身の23歳です（世界の中では、まだまだ若いですね）。
　大学では、音楽、パフォーマンスと教育について学びました。特に音楽は、私が何者であるかを語るのに
とても大切な部分です。

　新しい CIR として、皆さんに２、３ほど伝えたい事があります。第１に、既に皆さんが両手を広げて歓迎
してくれ、食事に、祭りにと、この初めの数週間はとても素晴らしい経験でした。第２に、日本が素晴らし

い歴史、建築、伝統を持っていることを知っていますが、見て
体験し、多くのことを学びたいと思っています。最後に、日本
の伝統的な音楽を共有する機会をありがとうございます。私も、
伝統的な讃美歌や、ダンス、心に響く歌と言った、言葉では表
せないものを通して、交流をしたいです。

　今、日本語を学んでいますので、尋ねたい事がありましたら、
ぜひ、私のオフィスに来てください。皆さんとお会いするのを
心待ちにしています。

記念すべき着任の日に町長と

7 6広報おおづ 2015.10広報おおづ 2015.10


